
【とおし券】
■入場料【全自由席】：一般／6,000円　扶桑文化会館友の会会員／5,000円
    ※全４公演がご覧いただけます。※友の会会員価格の取扱は、会員証１枚につき１枚までとなります。
    ※車イスでご来館の方は、チケットをお求めの際にお申し出ください。※未就学児の入場はご遠慮ください。
■チケット取扱開始
　〇扶桑文化会館／《扶桑文化会館友の会会員》4月4日（土）・《一般》4月11日（土） いずれも午前9時より
    ※電話予約も承ります。但し、取扱枚数に制限があります。
　〇チケットぴあ／4月11日（土）　午前10時より：Ｐコード（９９５－９２７）
    ※チケットぴあｗｅｂサイトで予約したチケットの引き取りはセブンイレブン・ファミリーマートまたは配送にて、
　　 直接購入窓口はセブンイレブン・お近くの中日新聞販売店（一部店舗を除く）となります。

【単券】
■入場料【全自由席】：一般／2,000円　扶桑文化会館友の会会員／1,900円
    ※とおし券が完売の際は、単券の取扱はございません。※４公演の中から、１公演をご指定ください。
■チケット取扱開始
　〇扶桑文化会館／5月23日（土）　午前9時より
　〇チケットぴあ／5月23日（土）　午前10時より
　　　　　　　　　①東儀秀樹 Ｐコード（６５９ー９２５）　　②中国太陽芸術団 Ｐコード（６５９ー９２７）
　　　　　　　　　③立川志らく Ｐコード（６５９ー９２８）　④愛知室内オーケストラ Ｐコード（６５９ー９２９）
　

0587-93-9000<月曜日（祝日は除く）・火曜日休館>

扶桑文化会館 検索

扶桑文化会館
公演情報

◎チケットのお求め・お問い合わせは

〒４８０-０１０２　愛知県丹羽郡扶桑町大字高雄字福塚２００　　https://www.town.fuso.lg.jp/fusobunka/index.html
☆『扶桑文化会館 友の会』会員を募集中です。チケットの先行発売、会員割引価格等、様々な特典がございます。

〈交通〉名鉄犬山線「扶桑駅」下車、西へ徒歩約１０分
●公共交通機関のご利用に、ご協力をお願いします。

至名鉄名古屋・伏見

◆開演：いずれも午後２時００分（午後１時３０分開場）　◆会場：扶桑文化会館　◆主催：扶桑町・扶桑町教育委員会

人とのふれあい　文化芸術との出会い

第38回
２０２6年

６月１４日㈰
２０２6年

７月１２日㈰
２０２6年

８月２日㈰
２０２6年

９月６日㈰

～お話＆演奏～
◆お話
　「実はグローバルで
　　　　　おもしろい雅楽」
◆演奏予定
　「ハナミズキ」、
　「クイーンメドレー」ほか

～お話＆中国芸能～
◆お話
　「中国伝統芸能入門」
◆実演予定
　雑技、京劇、二胡演奏

～お話＆落語～
◆お話
　「人生の選択」
◆落語
　当日のお楽しみ

～お話＆演奏～
◆お話
　「大人のための音楽教室」
◆演奏予定
　大人のための楽器紹介＆指揮者体験
　「ベートーベン：交響曲第５番『運命』より」
　「メンデルスゾーン：結婚行進曲」
　「モーツァルト：交響曲第２５番より」  ほか
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(18人編成)©山田雅子 © ai ueda



東儀秀樹
1959年東京生まれ。東儀家は、奈良時代から今日まで1300年間雅楽を代々受け継いできた楽家（がっけ）。父の仕事
の関係で幼少期を海外で過ごし、あらゆるジャンルの音楽を吸収しながら成長した。
宮内庁楽部在籍中は、篳篥（ひちりき）を主に、琵琶、太鼓類、歌、舞、チェロを担当。宮中儀式や皇居において行われる雅
楽演奏会などに出演するほか、海外での公演にも参加。日本の伝統文化の紹介と国際親善の役割の一翼を担う一方で、
雅楽器とピアノやシンセサイザーとの独自の曲の創作に情熱を傾けてきた。
1996年アルバム「東儀秀樹」でデビュー。国内外を問わずコンサートを開催し、日本レコード大賞企画賞、日本ゴールド
ディスク大賞 純邦楽・アルバム・オブ・ザ・イヤーなど受賞歴多数。2023年“プログレッシブ雅楽”をテーマに、様々な楽器で
自在にアレンジした新曲から伝統的な雅楽の名曲まで収めたアルバム「NEO TOGISM」をリリース。 
古典はもとより、ロック、ジャズ、オーケストラとのコラボレーションと、雅楽器の持ち味を生かした唯一無二の表現で雅楽
の新たな可能性を切り開き、日本の芸術文化の振興に貢献したとして2024年度文化庁長官特別表彰を受賞。
2026年デビュー30周年を迎える。

雅楽師

山下一史／愛知室内オーケストラ
愛知室内オーケストラ（ACO）は、2002年愛知県立芸術大学出身の若手演奏家を中心に発足した。国内外で研鑽を積
み、東海地域を中心に活躍する演奏家で構成されている。地域に根差した文化活動をポリシーとし、東海地域でプロ
フェッショナルとして活動する唯一の室内オーケストラ。子どもから大人まで楽しめるファミリーコンサートや学校でのア
ウトリーチ活動など、文化芸術体験の継続的な発展と向上に寄与している。楽団による自主運営を経て、現在は医療法人

葵鐘会（愛称：ベルネット）とともに東海地域においての社会的役割を担っている。
創立20周年となる2022年、山下一史が初代音楽監督に就任。独創性の高いプログラムを次々と
披露し、室内オーケストラの特色を活かして近年とくに大きな存在感を示している。2016年度名
古屋市芸術奨励賞、2023年度愛知県芸術文化選奨文化新人賞受賞。
今回はACOメンバーによる18名編成で演奏する。
      

オーケストラ

立川志らく
1963年8月東京都生まれ
1985年10月立川談志に入門
1988年二つ目昇進
1995年真打昇進
現在弟子18人を抱える大所帯

落語家、映画監督（日本映画監督協会所属）、映画
評論家、劇団主宰、TVコメンテーターなどで活動
中。寅さん博士、昭和歌謡曲博士の異名も持つ。
父はクラシックのギタリスト、母は長唄の師匠とい
う家庭に育つ。
昨年2025年落語家40周年を迎え、2/1の明治
座をスタートに年末12/20の有楽町よみうり
ホールまで、東京、横浜を中心に記念公演を開催。

落語家

中国太陽芸術団
1990年、中国国内で一流の教育を受け、研鑽を積
み重ねてきた国宝クラス、またそれに準ずるレベル
の日本在住中国人芸術家たちを集めて在日中国民
族歌舞団を設立。日本各地にて公演活動を行う。
1997年5月、中国文化芸術センター株式会社を設
立。中国民族歌舞団、中国青年京劇団を置く。県市
町村の国際交友交流や祭り、各種イベント、ホテルの
ディナーショー、学校公演など、日本全国各地で公演
活動を繰り広げている。2006年より中国民族歌舞
団・中国青年京劇団を「中国太陽芸術団」と改名。

～TV・映画～
●1995年　ＮＨＫテレビドラマ「大地の子」
●2007年　ＮＨＫ土曜ドラマ「こんにちは、母さん」
●2008年　テレビ朝日開局50周年記念ドラマ「鹿鳴館」
●2008年　映画「少林少女」　映画「二十世紀少年」
●2008年　ベネッセチャンネル「ワンポイント中国語」
●2008年　ＥＸＩＬＥ「Ｔｉ Ａｍｏ」プロモーションビデオ
●2010年　ＮＨＫドラマ「坂の上の雲」　ＮＨＫラジオ「まいにち中国語」
●2010年　ＮＨＫＥテレ「テレビで中国語」　ＮＨＫラジオ「まいにち中国語」
●2011年　ＮＨＫドラマ「青い日の少年兵」
●2012年　ＮＨＫＥテレ「テレビで中国語」　ＮＨＫＢＳ「ほっと＠アジア」

●ＴＶ 出演
◇レギュラー　　TBSテレビ「ひるおび」コメンテーター（月曜午後）
◇主な出演番組　NHK「演芸図鑑：MC」、 MBS「プレバト！！」（俳句名人八段）、
　　　　　　　　中京テレビ「あさドレ♪」
　　　　　　　　関西テレビ「ドっとコネクト」
　　　　　　　　TBSテレビドラマ「Eye Love You」（2024年1月～3月）、
　　　　　　　　「M-1グランプリ審査員」(2018年～2022年 5年連続)
●著書
新刊『現代お笑い論』 新潮社・新潮新書 (2025年12月)
『師匠』 集英社(2023年11月)
『寅さんの金言～現代に響く名言集』 ART NEXT(2023年8月)
『進化する全身落語家～時代と芸を斬る超絶まくら集』 竹書房(2022年12月)
『全身落語家読本』 新潮選書(2000年9月)
『落語進化論』 新潮選書(2011年6月)
他著書多数。
「第73回（平成30年度）文化庁芸術祭」 大衆演芸部門 優秀賞受賞
「第32回 (2019年度) 日本メガネベストドレッサー賞」 文化界部門 受賞。

中国芸能

HP : togihideki.net　　X（旧Twitter） : @htogi999

出演者プロフィール
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